
４
２
４

４
２
４
万
１
０
０
０

１
０
０
０
円
（
円
（
税

込
）
。
契
約
期
間
は
、

込
）
。
契
約
期
間
は
、
２
０

２
５
２
５
年
３
月
　
日
ま
で
。

日
ま
で
。

3131

社
会
教
育
法

　
社
会
教
育
法
第
　
条
の
目

条
の
目

2020

的
を
達
成
す
る
た
め
、
施

的
を
達
成
す
る
た
め
、
施
設

を
魅
力
的
な
空
間
に
改
装

を
魅
力
的
な
空
間
に
改
装
す

る
こ
と
で
、
人
や
情
報
が

る
こ
と
で
、
人
や
情
報
が
集

う
場
づ
く
り
を
行
う
も
の

う
場
づ
く
り
を
行
う
も
の
。

業
務
で
は
、
住
民
向
け
ワ

業
務
で
は
、
住
民
向
け
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
対
応
な
ど

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
対
応
な
ど
も

島
根
県
吉
賀
町
は
、
公

　
島
根
県
吉
賀
町
は
、
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
「
吉

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
「
吉
賀

町
柿
木
公
民
館
談
話
室
改

町
柿
木
公
民
館
談
話
室
改
装

支
援
業
務
」
を
公
告
し
た

支
援
業
務
」
を
公
告
し
た
。

参
加
届

参
加
届
は
　
月
　
日
ま
で

日
ま
で
、

1212

2727

企
画
提
案
書
は

企
画
提
案
書
は
１
月
　
日
ま
日
ま

1010

で
受
け
付
け
る

で
受
け
付
け
る
。　

日
に
プ

日
に
プ

1414

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

し
、　

日
に
契
約
を
締
結

日
に
契
約
を
締
結
す

1515

る
予
定
。
委
託
上
限
額
は

る
予
定
。
委
託
上
限
額
は
、

求
め
る

求
め
る
。

参
加
資
格
は
、
町
の
建

　
参
加
資
格
は
、
町
の
建
築

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
の
参

加
資
格
を
受
け
、
鹿
足
郡

加
資
格
を
受
け
、
鹿
足
郡
内

に
本
社
、
契
約
権
限
を
有

に
本
社
、
契
約
権
限
を
有
す

る
営
業
所
が
あ
る

る
営
業
所
が
あ
る
。　

～
　

1919

2323

年
度
に
同
種
業
務
の
受
託

年
度
に
同
種
業
務
の
受
託
実

績
が
あ
る
―
な
ど

績
が
あ
る
―
な
ど
。

業
務
概
要
は
、
解
体

　
業
務
概
要
は
、
解
体
工

事
、
床
工
事
、
塗
装
工
事

事
、
床
工
事
、
塗
装
工
事
、

造
作
家
具
工
事
（
地
域
住

造
作
家
具
工
事
（
地
域
住
民

と
共
に
Ｄ
Ｉ
Ｙ
）
、
電
気

と
共
に
Ｄ
Ｉ
Ｙ
）
、
電
気
工

事
、
雑
工
事
、
設
計
・
監

事
、
雑
工
事
、
設
計
・
監
理

（
住
民
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ

（
住
民
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
対
応
を
含
む
）
―
な
ど

プ
対
応
を
含
む
）
―
な
ど
。

町
で
は
、
改
装
に
あ
わ

　
町
で
は
、
改
装
に
あ
わ
せ

て
薪
ス
ト
ー
ブ
を
設
置
し

て
薪
ス
ト
ー
ブ
を
設
置
し
、

参
加
届
㮇
日
ま
で

27

吉賀町
プロポ

柿
木
公
民
館
談
話
室
改
装
支
援

流
機
能
の
拡
充
を
図
る

流
機
能
の
拡
充
を
図
る
。

下
関
港
海
岸
直
轄
海
岸

　
下
関
港
海
岸
直
轄
海
岸
保

全
施
設
整
備
事
業
に
は

全
施
設
整
備
事
業
に
は
４
億

９
５
０
０

９
５
０
０
万
円
を
充
て
、

万
円
を
充
て
、
山

陽
地
区
で
水
門
の
整
備
を

陽
地
区
で
水
門
の
整
備
を
行

う
こ
と
で
台
風
襲
来
な
ど

う
こ
と
で
台
風
襲
来
な
ど
に

伴
う
高
潮
・
高
波
に
よ
る

伴
う
高
潮
・
高
波
に
よ
る
浸

水
被
害
を
防
ぐ

水
被
害
を
防
ぐ
。

こ
の
ほ
か
、
関
門
航
路

　
こ
の
ほ
か
、
関
門
航
路
開

が
完
了
し
て
お
ら
ず
、
水

が
完
了
し
て
お
ら
ず
、
水
深

が
確
保
で
き
て
い
な
い
状

が
確
保
で
き
て
い
な
い
状
況

で
、
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ

で
、
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

（
泊
地
）
の
整
備
を
し
て

（
泊
地
）
の
整
備
を
し
て
物

分
を
含
め
て
港
湾
事
業
に

分
を
含
め
て
港
湾
事
業
に
１

７
８
７
８
億
８
７
０
０

８
７
０
０
万
円
、

万
円
、
山

口
県
関
係
分
（
下
関
市
）

口
県
関
係
分
（
下
関
市
）
で

は
補
助
事
業
で
社
会
資
本

は
補
助
事
業
で
社
会
資
本
総

合
整
備
等
に

合
整
備
等
に
９
０
０
０

９
０
０
０
万
円

が
計
上
さ
れ
た

が
計
上
さ
れ
た
。

主
な
事
業
で
、
下
関
港

　
主
な
事
業
で
、
下
関
港
新

港
地
区
国
際
物
流
タ
ー
ミ

港
地
区
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ

ル
整
備
事
業
（
マ
イ
ナ

ル
整
備
事
業
（
マ
イ
ナ
ス
　1212

ｍ
）
に

ｍ
）
に
１
億
６
０
０
０

６
０
０
０
万
円

を
計
上
し
て
い
る
。
新
港

を
計
上
し
て
い
る
。
新
港
地

区
は
、
旧
コ
ン
テ
ナ
タ
ー

区
は
、
旧
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
利
用
上
の
制
限
の

ナ
ル
の
利
用
上
の
制
限
の
解

消
や
新
た
な
需
要
に
対
応

消
や
新
た
な
需
要
に
対
応
す

る
岸
壁
な
ど
の
整
備
進
捗

る
岸
壁
な
ど
の
整
備
進
捗
に

よ
り
、
コ
ン
テ
ナ
貨
物
を

よ
り
、
コ
ン
テ
ナ
貨
物
を
含

む
取
扱
貨
物
量
が
増
加
し

む
取
扱
貨
物
量
が
増
加
し
て

い
る
。
一
方
、
泊
地
の
整

い
る
。
一
方
、
泊
地
の
整
備

九
州
地
方
整
備
局
は
、

　
九
州
地
方
整
備
局
は
、
２

０
２
４

０
２
４
年
度
補
正
予
算
の

年
度
補
正
予
算
の
概

要
を
公
表
し
た
。
ゼ
ロ
国

要
を
公
表
し
た
。
ゼ
ロ
国
債

九州地整

海
岸
保
全
施
設
整
備
に
㮇
億
円

4.94.9

㮇
年
度
補
正
予
算
概
要

24

工
高
が

工
高
が
２
億
円
以
上
。

億
円
以
上
。
２
０

０
９
０
９
年
度
以
降
に
水
道
事

年
度
以
降
に
水
道
事
業

ま
た
は
工
業
用
水
道
事
業

ま
た
は
工
業
用
水
道
事
業
で

管
渠
工
事
の
更
新
ま
た
は

管
渠
工
事
の
更
新
ま
た
は
新

設
の
元
請
施
工
実
績
を
有

設
の
元
請
施
工
実
績
を
有
す

る
こ
と
―
な

る
こ
と
―
な
ど

工
事
場
所
＝
廿
日
市
市

　
工
事
場
所
＝
廿
日
市
市
阿

品
２
丁
目
、

丁
目
、
３
丁
目
地

丁
目
地
内

事
の
Ａ
等
級
。
県
内
に
営

事
の
Ａ
等
級
。
県
内
に
営
業

所
。
同
業
種
の
年
間
平
均

所
。
同
業
種
の
年
間
平
均
完

り
。参

加
資
格
＝
土
木
一
式

　
参
加
資
格
＝
土
木
一
式
工

広
島
県
水
道
広
域
連
合

　
広
島
県
水
道
広
域
連
合
企

業
団
本
部

業
団
本
部
は
　
日
、
総
合

日
、
総
合
評

2323

価
落
札
方
式
（
実
績
評
価

価
落
札
方
式
（
実
績
評
価
１

型
）
の
一
般
競
争
入
札

型
）
の
一
般
競
争
入
札
で

「
阿
品

「
阿
品
３
丁
目
地
区
送
水

丁
目
地
区
送
水
管

整
備
工
事
（
そ
の

整
備
工
事
（
そ
の
２
）
」
を

）
」
を
公

告
し
た
。

告
し
た
。
１
月
　
・
　

日
で
日
で

1515

1616

入
札
書
を
受
け
付
け
、

入
札
書
を
受
け
付
け
、
同
　1717

日
に
開
札
す
る
。
加
算
点

日
に
開
札
す
る
。
加
算
点
の

最
高
点
数

最
高
点
数
は
　
点
。
点
。

5050

参
加
資
格
な
ど
は
次
の

　
参
加
資
格
な
ど
は
次
の
通

広　島　県
水道企業団

阿
品
3
丁
目
送
水
管
整
備（
そ
の
2
）

11
月

～

日
で
入
札
受

月
㮇
～
㮇
日
で
入
札
受
付付

1515

1616

同
工
事
の
施
工
場
所
は

　
同
工
事
の
施
工
場
所
は
神

石
郡
神
石
高
原
町
。
種
別

石
郡
神
石
高
原
町
。
種
別
は

林
道
工
事
で
、
橋
梁
補
修

林
道
工
事
で
、
橋
梁
補
修
１

橋
や
改
良
（

橋
や
改
良
（
１
２
０

１
２
０
ｍ
）
ｍ
）
を

施
工
す
る
。
工
事
発
注
規

施
工
す
る
。
工
事
発
注
規
模

は
１
２
０
０

１
２
０
０
万
円
以
上

万
円
以
上
４
０

０
０
０
０
万
円
未
満
。
主
要
建

万
円
未
満
。
主
要
建
設

資
材
の
需
要
見
込
量
は
コ

資
材
の
需
要
見
込
量
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト

ク
リ
ー
ト
約
　
弱
で
、
工
期

で
、
工
期

6060

は
７
カ
月
間
を
見
込
む

カ
月
間
を
見
込
む
。

は
「
坂
瀬
川
林
道
改
良

は
「
坂
瀬
川
林
道
改
良
工

事
」
の

事
」
の
１
件
。
一
般
競
争

件
。
一
般
競
争
入

札
（
総
合
評
価
方
式
）
を

札
（
総
合
評
価
方
式
）
を
採

用
し
、
来
年

用
し
、
来
年
６
月
頃
に
開

月
頃
に
開
札

す
る
す
る
。

近
畿
中
国
森
林
管
理
局

　
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
広

島
北
部
森
林
管
理
署
は
、

島
北
部
森
林
管
理
署
は
、
２

０
２
５

０
２
５
年
度
の
工
事
発
注

年
度
の
工
事
発
注
見

通
し
を
ま
と
め
た

通
し
を
ま
と
め
た
（
　
月
　

1212

1313

日
現
在
）
。
公
表
さ
れ
た

日
現
在
）
。
公
表
さ
れ
た
の

坂
瀬
川
林
道
改
良
の
1
件

広 島 北 部
森林管理署

　
年
度
工
事
発
注
見
通
し

25

広
島
工
業
大
学
教
授
の

　
広
島
工
業
大
学
教
授
の
坂

本
英
輔
氏
が
主
査
を
担
当

本
英
輔
氏
が
主
査
を
担
当
す

る
Ｓ
協
議
会
で
は
、
同
大

る
Ｓ
協
議
会
で
は
、
同
大
学

が
広
島
地
区
生
コ
ン
ク
リ

が
広
島
地
区
生
コ
ン
ク
リ
ー

ト
協
同
組
合
と
共
同
実
施

ト
協
同
組
合
と
共
同
実
施
し

た
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
の
少

た
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
の
少
量

混
合
実
験
の
成
果
な
ど
を

混
合
実
験
の
成
果
な
ど
を
公

表
し
、
来
年
の
生
コ
ン
技

表
し
、
来
年
の
生
コ
ン
技
術

大
会
で
発
表
す
る
こ
と
な

大
会
で
発
表
す
る
こ
と
な
ど

も
紹
介
さ
れ
た

も
紹
介
さ
れ
た
。

ま
た
、
「
初
期
ひ
び
割

　
ま
た
、
「
初
期
ひ
び
割
れ

抑
制
技
術
研
究
（
Ｃ
）
協

抑
制
技
術
研
究
（
Ｃ
）
協
議

会
」
の
議
論
終
了
に
伴
い

会
」
の
議
論
終
了
に
伴
い
、

今
年
度
か
ら
改
組
し
た
Ｃ

今
年
度
か
ら
改
組
し
た
Ｃ
Ⅱ

協
議
会
で
は
、
広
島
工
業

協
議
会
で
は
、
広
島
工
業
大

学
教
授
の
竹
田
宣
典
氏
ら

学
教
授
の
竹
田
宣
典
氏
ら
が

現
在
の
生
コ
ン
工
場
の
顧

現
在
の
生
コ
ン
工
場
の
顧
客

の
要
望
の
あ
り
方
に
つ
い

の
要
望
の
あ
り
方
に
つ
い
て

議
論
。
工
事
の
発
注
者
、

議
論
。
工
事
の
発
注
者
、
生

コ
ン
を
発
注
す
る
施
工
会

コ
ン
を
発
注
す
る
施
工
会
社

と
の
話
し
合
い
の
重
要
性

と
の
話
し
合
い
の
重
要
性
な

ど
を
意
見
交
換
し
、
次
回

ど
を
意
見
交
換
し
、
次
回
は

打
ち
継
ぎ
の
合
理
化
に
つ

打
ち
継
ぎ
の
合
理
化
に
つ
い

て
の
情
報
を
整
理
す
る
こ

て
の
情
報
を
整
理
す
る
こ
と

と
し
た

と
し
た
。

な
お
、
次
回
の
協
議
会

　
な
お
、
次
回
の
協
議
会
は

年
　
年
２
月
　
日
に
開
か
れ

日
に
開
か
れ
る

2525

1313

予
定
だ

予
定
だ
。

い
る
Ｍ
協
議
会
で
は
、
欠

い
る
Ｍ
協
議
会
で
は
、
欠
席

と
な
っ
た
江
良
氏
の
代
行

と
な
っ
た
江
良
氏
の
代
行
を

十
河
代
表
が
務
め
、
広
島

十
河
代
表
が
務
め
、
広
島
県

土
木
協
会
と
の
協
働
で
実

土
木
協
会
と
の
協
働
で
実
施

し
て
い
る
小
規
模
Ｒ
Ｃ
橋

し
て
い
る
小
規
模
Ｒ
Ｃ
橋
梁

の
簡
易
補
修
に
つ
い
て
報

の
簡
易
補
修
に
つ
い
て
報
告

し
た
ほ
か
、
橋
梁
再
劣
化

し
た
ほ
か
、
橋
梁
再
劣
化
事

例
の
調
査
結
果
な
ど
を
題

例
の
調
査
結
果
な
ど
を
題
材

に
議
論
を
展
開

に
議
論
を
展
開
。

越
え
た
議
論
が
展
開
さ

越
え
た
議
論
が
展
開
さ
れ

た
。協

議
会
は
、
対
面
と
Ｗ

　
協
議
会
は
、
対
面
と
Ｗ
Ｅ

Ｂ
の
併
用
で
行
わ
れ
、
各

Ｂ
の
併
用
で
行
わ
れ
、
各
協

議
会
そ
れ
ぞ

議
会
そ
れ
ぞ
れ
　
人
程
度
、

人
程
度
、

2020

延
べ
延
べ
約
　
人
が
参
加
し
た

人
が
参
加
し
た
。

6060

コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ン
テ

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
協
会
技
術
委
員
長
の

ン
ス
協
会
技
術
委
員
長
の
江

良
和
徳
氏
を
中
心
に
進
め

良
和
徳
氏
を
中
心
に
進
め
て

近
未
来
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
近
未
来
コ
ン
ク
リ
ー
ト
研

究
会
（
十
河
茂
幸
代
表
）

究
会
（
十
河
茂
幸
代
表
）
は

　
日
、
日
、
２
０
２
４

２
０
２
４
年
度
第

年
度
第
２

1616回
と
な
る
協
議
会
を
広
島

回
と
な
る
協
議
会
を
広
島
市

中
区
で
開
催
。
「
Ｒ
Ｃ
構

中
区
で
開
催
。
「
Ｒ
Ｃ
構
造

物

の

延

命

化

技

術

研

物

の

延

命

化

技

術

研

究

（
Ｍ
）
協
議
会
」
「
脱
炭
素

（
Ｍ
）
協
議
会
」
「
脱
炭
素
コ

ン

ク

リ

ー

ト

技

術

研

ン

ク

リ

ー

ト

技

術

研

究

（
Ｓ
）
協
議
会
」
「
コ
ン
ク

（
Ｓ
）
協
議
会
」
「
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
施
工
性
改
善
技
術

ー
ト
の
施
工
性
改
善
技
術
研

究
（
Ｃ
Ⅱ
）
協
議
会
」
の

究
（
Ｃ
Ⅱ
）
協
議
会
」
の
そ

れ
ぞ
れ
で
業
種
間
の
垣
根

れ
ぞ
れ
で
業
種
間
の
垣
根
を

3協議会で活発議論
対面・ＷＥＢで延べ約60人

近未来コンクリート研究会

て
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス

て
」
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
で

コ
ツ
を
つ
か
み
、
あ
っ
と

コ
ツ
を
つ
か
み
、
あ
っ
と
い

う
間
に
切
り
終
え
る
子
や

う
間
に
切
り
終
え
る
子
や
、

慎
重
に
慎
重
を
重
ね
て
丁

慎
重
に
慎
重
を
重
ね
て
丁
寧

に
切
る
子
な
ど
、
児
童
ら

に
切
る
子
な
ど
、
児
童
ら
は

初
め
て
の
作
業
を
楽
し
み

初
め
て
の
作
業
を
楽
し
み
な

が
ら
進
め
、
ス
ピ
ー
カ
ー

が
ら
進
め
、
ス
ピ
ー
カ
ー
を

完
成
さ
せ
た

完
成
さ
せ
た
。

担
当
教
諭
は
「
も
の
づ

　
担
当
教
諭
は
「
も
の
づ
く

り
教
室
は
、
私
た
ち
が
子

り
教
室
は
、
私
た
ち
が
子
ど

も
た
ち
に
教
え
ら
れ
な
い

も
た
ち
に
教
え
ら
れ
な
い
技

術
や
知
識
を
吸
収
で
き
る

術
や
知
識
を
吸
収
で
き
る
貴

重
な
授
業
で
す
。
準
備
ま

重
な
授
業
で
す
。
準
備
ま
で

請
け
負
っ
て
い
た
だ
い
て

請
け
負
っ
て
い
た
だ
い
て
本

当
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。

当
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。
日

頃
の
生
活
や
授
業
か
ら
で

頃
の
生
活
や
授
業
か
ら
で
は

得
ら
れ
な
い
体
験
が
何
よ

得
ら
れ
な
い
体
験
が
何
よ
り

も
大
事
で
、
子
ど
も
た
ち

も
大
事
で
、
子
ど
も
た
ち
が

自
分
の
将
来
を
考
え
た
時

自
分
の
将
来
を
考
え
た
時
、

選
択
の
幅
を
広
げ
る
き
っ

選
択
の
幅
を
広
げ
る
き
っ
か

け
に
な
る
と
嬉
し
い
で
す

け
に
な
る
と
嬉
し
い
で
す
」

と
述
べ
た

と
述
べ
た
。

ま
た
西
浦
校
長
は
「
来

　
ま
た
西
浦
校
長
は
「
来
年

以
降
も
そ
の
道
の
プ
ロ
の

以
降
も
そ
の
道
の
プ
ロ
の
力

を
借
り
て
、
子
ど
も
た
ち

を
借
り
て
、
子
ど
も
た
ち
に

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
あ

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
あ
げ

た
い
」
と
語
っ
た

た
い
」
と
語
っ
た
。

講
師
を
務
め
た
技
能
士

　
講
師
を
務
め
た
技
能
士
は

次
の
通
り
（
敬
称
略
）

次
の
通
り
（
敬
称
略
）
。

▽
弘
田
誠
吾
（
桐
田
商
会

　
▽
弘
田
誠
吾
（
桐
田
商
会
）

▽
宗
野
幸
市
（
同
）
▽
金

▽
宗
野
幸
市
（
同
）
▽
金
岡

麻
季
（
平
村
設
備
工
業
）

麻
季
（
平
村
設
備
工
業
）
▽

砂
田
桂
造
（
大
嶋
商
会

砂
田
桂
造
（
大
嶋
商
会
）

を
通
り
、
お
湯
と
な
っ
て

を
通
り
、
お
湯
と
な
っ
て
シ

ャ
ワ
ー
か
ら
出
て
く
る
様

ャ
ワ
ー
か
ら
出
て
く
る
様
子

や
、
排
水
口
か
ら
ど
の
よ

や
、
排
水
口
か
ら
ど
の
よ
う

に
排
水
さ
れ
る
か
な
ど
を

に
排
水
さ
れ
る
か
な
ど
を
説

明
し
た

明
し
た
。

最
後
に
一
同
は

　
最
後
に
一
同
は
３
班
に
班
に
分

か
れ
て
、
ビ
ニ
ル
管
を
組

か
れ
て
、
ビ
ニ
ル
管
を
組
み

合
わ
せ
た
ス
マ
ホ
用
ス
ピ

合
わ
せ
た
ス
マ
ホ
用
ス
ピ
ー

カ
ー
の
製
作
に
取
り
か
か

カ
ー
の
製
作
に
取
り
か
か
っ

た
。ス

ピ
ー
カ
ー
は
、
Ｌ
字

　
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
Ｌ
字
パ

イ
プ
な
ど
各
パ
ー
ツ
を
カ

イ
プ
な
ど
各
パ
ー
ツ
を
カ
ッ

ト
し
た
直
線
パ
イ
プ
で
ね

ト
し
た
直
線
パ
イ
プ
で
ね
じ

込
ん
で
つ
な
げ
た
も
の

込
ん
で
つ
な
げ
た
も
の
。

児
童
ら
は
、
担
当
の
技

　
児
童
ら
は
、
担
当
の
技
能

士
に
教
わ
り
な
が
ら
、
の

士
に
教
わ
り
な
が
ら
、
の
こ

ぎ
り
で
直
線
パ
イ
プ
の
カ

ぎ
り
で
直
線
パ
イ
プ
の
カ
ッ

ト
に
挑
戦
。
技
能
士
か
ら
「

ト
に
挑
戦
。
技
能
士
か
ら
「
押

す
よ
り
引
く
時
に
力
を
入

す
よ
り
引
く
時
に
力
を
入
れ

を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
す

を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
す
。

そ
の
際
、
配
管
工
と
呼
ば

そ
の
際
、
配
管
工
と
呼
ば
れ

る
技
能
士
が
サ
ポ
ー
ト
し

る
技
能
士
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。
配
管
工
と
い
え
ば
「

す
。
配
管
工
と
い
え
ば
「
ス

ー
パ
ー
マ
リ
オ
ブ
ラ
ザ

ー
パ
ー
マ
リ
オ
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
」
の
マ
リ
オ
と
ル
イ
ー

ズ
」
の
マ
リ
オ
と
ル
イ
ー
ジ

の
兄
弟
も
こ
の
職
業
で
す

の
兄
弟
も
こ
の
職
業
で
す
。

皆
さ
ん
も
マ
リ
オ
に
な
っ

皆
さ
ん
も
マ
リ
オ
に
な
っ
た

気
分
で
、
も
の
づ
く
り
を

気
分
で
、
も
の
づ
く
り
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ

し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た

さ
つ
し
た
。

続
い
て
、
中
武
義
登
専

　
続
い
て
、
中
武
義
登
専
務

理
事
が
、
管
工
事
業
と
は

理
事
が
、
管
工
事
業
と
は
ど

の
よ
う
な
仕
事
か
を
パ
ワ

の
よ
う
な
仕
事
か
を
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
で
紹
介
。
そ
の
後

ポ
イ
ン
ト
で
紹
介
。
そ
の
後
、

壁
の
向
こ
う
に
広
が
る
配

壁
の
向
こ
う
に
広
が
る
配
管

の
世
界
を
可
視
化
し
た
簡

の
世
界
を
可
視
化
し
た
簡
易

モ
デ
ル
を
使
っ
て
、
上
水

モ
デ
ル
を
使
っ
て
、
上
水
道

か
ら
給
水
し
た
水
が
給
湯

か
ら
給
水
し
た
水
が
給
湯
器

催
し
、

催
し
、
６
年
生
　
人
と
教
師

人
と
教
師

1717

ら
が
参
加
し
た

ら
が
参
加
し
た
。

開
講
に
先
立
っ
て
、
白

　
開
講
に
先
立
っ
て
、
白
上

理
事
長
は
「
私
た
ち
の
仕

理
事
長
は
「
私
た
ち
の
仕
事

は
、
建
物
の
空
調
設
備
や

は
、
建
物
の
空
調
設
備
や
給

排
水
設
備
の
工
事
を
行
う

排
水
設
備
の
工
事
を
行
う
こ

と
で
す
。
例
え
ば
、
学
校

と
で
す
。
例
え
ば
、
学
校
、

病
院
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、

病
院
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、
工

場
、
そ
し
て
皆
さ
ん
の
家

場
、
そ
し
て
皆
さ
ん
の
家
の

設
備
工
事
も
含
ま
れ
ま
す

設
備
工
事
も
含
ま
れ
ま
す
。

日
常
生
活
の
中
で
は
、
エ

日
常
生
活
の
中
で
は
、
エ
ア

コ
ン
が
最
も
身
近
な
例
で

コ
ン
が
最
も
身
近
な
例
で
し

ょ
う
。
暑
い
夏
や
寒
い
冬

ょ
う
。
暑
い
夏
や
寒
い
冬
を

快
適
に
過
ご
せ
る
の
は
、

快
適
に
過
ご
せ
る
の
は
、
こ

れ
ら
の
設
備
が
し
っ
か
り

れ
ら
の
設
備
が
し
っ
か
り
と

機
能
し
て
い
る
お
か
げ

機
能
し
て
い
る
お
か
げ
で

す
。
今
日
は
、
私
た
ち
が

す
。
今
日
は
、
私
た
ち
が
普

段
使
っ
て
い
る
道
具
や
材

段
使
っ
て
い
る
道
具
や
材
料

を
使
い
、
ス
ピ
ー
カ
ー
作

を
使
い
、
ス
ピ
ー
カ
ー
作
り

山
口
県
管
工
事
工
業
協

　
山
口
県
管
工
事
工
業
協
同

組
合
（
山
口
市
吉
敷
下
東

組
合
（
山
口
市
吉
敷
下
東
２

―
１
―
３
、
白
上
誠
治
理

、
白
上
誠
治
理
事

長
・
写
真
）
は
、

）
は
、
４
月
に
月
に
美

和
西
・
美
和
東
小
学
校
を

和
西
・
美
和
東
小
学
校
を
統

合
し
て
開
校
し
た
岩
国
市

合
し
て
開
校
し
た
岩
国
市
立

美
和
小
学
校
（
美
和
町
生

美
和
小
学
校
（
美
和
町
生
見

７
３
９

７
３
９
―
１
、
西
浦
直
樹

、
西
浦
直
樹
校

長
）
で
、
同
校
初
の
「
も

長
）
で
、
同
校
初
の
「
も
の

づ
く
り
教
室
」

づ
く
り
教
室
」
を
　
日
に
開

日
に
開

1717

「ものづくり教室」を美和小で開催
管部材でスピーカー作りに挑戦
山口県管工事工業協同組合

簡易モデルを体験する児童ら

技能士の力を借りてパイプを切断

を
開
催
し
、
建
築
士
や
行

を
開
催
し
、
建
築
士
や
行
政

の
担
当
者

の
担
当
者
ら
　
人
が
受
講

人
が
受
講
し

1313

た
。
共
催
は
山
口
県
建
築

た
。
共
催
は
山
口
県
建
築
士

会
。開

会
に
先
立
ち
、
山
口

　
開
会
に
先
立
ち
、
山
口
県

建
築
指
導
課
の
盛
重
賢
造

建
築
指
導
課
の
盛
重
賢
造
企

画
監
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち

画
監
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、

「
元
日
に
発
災
し
た
能
登

「
元
日
に
発
災
し
た
能
登
半

島
地
震
で
は
、
家
屋
の
倒

島
地
震
で
は
、
家
屋
の
倒
壊

や
道
路
の
損
壊
な
ど
多
く

や
道
路
の
損
壊
な
ど
多
く
の

建
築
物
が
甚
大
な
被
害
を

建
築
物
が
甚
大
な
被
害
を
受

け
、
延
べ

け
、
延
べ
２
６
７
２

２
６
７
２
人
の
人
の
応

急
危
険
度
判
定
士
に
よ
り

急
危
険
度
判
定
士
に
よ
り
約

３
万
７
０
０
０

７
０
０
０
棟
の
判
定

棟
の
判
定
が

実
施
さ
れ
た
。

実
施
さ
れ
た
。
８
月
の
日

月
の
日
向

灘
を
震
源
と
す
る
地
震

灘
を
震
源
と
す
る
地
震
で

は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨

は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時

情
報
が
発
表
さ
れ
、
山
口

情
報
が
発
表
さ
れ
、
山
口
県

に
お
い
て
も
複
数
の
活
断

に
お
い
て
も
複
数
の
活
断
層

が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、

が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
防

災
減
災
対
策
の
取
り
組
み

災
減
災
対
策
の
取
り
組
み
を

強
化
す
る
こ
と
が
喫
緊
の

強
化
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。
地
震
被
災
建

題
で
あ
る
。
地
震
被
災
建
築

物
応
急
危
険
度
判
定
は
地

物
応
急
危
険
度
判
定
は
地
震

で
被
災
し
た
建
築
物
を
い

で
被
災
し
た
建
築
物
を
い
ち

ク
で
「

ク
で
「
２
０
２
４

２
０
２
４
年
度
山

年
度
山
口

県
地
震
被
災
建
築
物
応
急

県
地
震
被
災
建
築
物
応
急
危

険
度
判
定
士
養
成
講
習
会

険
度
判
定
士
養
成
講
習
会
」

山
口
県
土
木
建
築
部
建

　
山
口
県
土
木
建
築
部
建
築

指
導
課

指
導
課
は
　
日
、
山
口
市

日
、
山
口
市
秋

1818

穂
二
島
の
県
セ
ミ
ナ
ー
パ

穂
二
島
の
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー

講習会のもよう

応
急
危
険
度
判
定
士
講
習
会
開
く

山口県

地
震
二
次
災
害
か
ら
人
命
保
護

て
、
植
え
る
森
林
資
源
の

て
、
植
え
る
森
林
資
源
の
サ

イ
ク
ル
を
加
速
さ
せ
た
い

イ
ク
ル
を
加
速
さ
せ
た
い
。

そ
の
た
め
に
は
木
を
使
う

そ
の
た
め
に
は
木
を
使
う
こ

と
が
大
事
で
、
県
と
し
て

と
が
大
事
で
、
県
と
し
て
は

使
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み

使
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
を

進
め
た
い
。
都
市
部
で
は

進
め
た
い
。
都
市
部
で
は
木

造
の
大
型
な
建
物
が
で
き

造
の
大
型
な
建
物
が
で
き
て

い
る
の
で
県
内
に
も
木
造

い
る
の
で
県
内
に
も
木
造
の

施
設
が
増
え
れ
ば
」
と
話

施
設
が
増
え
れ
ば
」
と
話
し

た
。
　
＝
新
庁
舎
の
概
要

＝
新
庁
舎
の
概
要
＝

規
模
・
構
造
＝
【
本
館

　
規
模
・
構
造
＝
【
本
館
】

Ｓ
造
Ｓ
造
８
階
建
延
べ

階
建
延
べ
１
万
７
７

０
１
０
１
・
　
釈
、
免
震
構
造
（

、
免
震
構
造
（
基

4141

礎
免
震
）
、
【
福
祉
棟
】
Ｓ

礎
免
震
）
、
【
福
祉
棟
】
Ｓ
造

２
階
建
延
べ

階
建
延
べ
２
０
７
７

２
０
７
７
・
　4646

釈
、
耐
震
構
造
。
施
工
＝
【

、
耐
震
構
造
。
施
工
＝
【
建

築
】
熊
谷
組
・
藤
本
工
業

築
】
熊
谷
組
・
藤
本
工
業
・

澤
田
建
設
・
山
陽
建
設
工

澤
田
建
設
・
山
陽
建
設
工
業

Ｊ
Ｖ
、
【
電
気
】
中
電
工
・

Ｊ
Ｖ
、
【
電
気
】
中
電
工
・
大

海
電
機
・
日
生
電
機
Ｊ
Ｖ

海
電
機
・
日
生
電
機
Ｊ
Ｖ
、

【
機
械
】
九
電
工
・
三
起
設

【
機
械
】
九
電
工
・
三
起
設
備

総
業
・
な
が
と
設
備
Ｊ
Ｖ

総
業
・
な
が
と
設
備
Ｊ
Ｖ
。

設
計
・
監
理
＝
久
米
設
計

設
計
・
監
理
＝
久
米
設
計
・

巽
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

巽
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・

和
建
築
設
計
事
務
所
Ｊ
Ｖ

和
建
築
設
計
事
務
所
Ｊ
Ｖ
。

工
期
＝

工
期
＝
２
０
２
２

２
０
２
２
年
２
月
　2828

日
～
日
～
　
年
　
月
　
日
。
本

日
。
本
体

2424

1010

3131

工
事
費
＝
約

工
事
費
＝
約
１
０
６

１
０
６
億
円

そ
の
後
、
工
棟
室
長
の

　
そ
の
後
、
工
棟
室
長
の
案

内
の
下
、「
ラ
イ
ン
照
明
が

内
の
下
、「
ラ
イ
ン
照
明
が
３

階
か
ら

階
か
ら
２
階
を
通
り

階
を
通
り
１
階
、

そ
し
て
隣
の
福
祉
棟
ま
で

そ
し
て
隣
の
福
祉
棟
ま
で
一

続
き
の
突
き
抜
け
る
よ
う

続
き
の
突
き
抜
け
る
よ
う
な

デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る

デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

照
明
は
上
側
に
も
付
い
て

照
明
は
上
側
に
も
付
い
て
お

り
、
木
材
ル
ー
バ
ー
を
照

り
、
木
材
ル
ー
バ
ー
を
照
ら

す
こ
と
で
空
間
的
な
広
が

す
こ
と
で
空
間
的
な
広
が
り

を
象
徴
す
る
よ
う
な
効
果

を
象
徴
す
る
よ
う
な
効
果
を

目
指
し
た
」
と
の
説
明
を

目
指
し
た
」
と
の
説
明
を
聞

き
な
が
ら
、
庁
舎
内
を
見

き
な
が
ら
、
庁
舎
内
を
見
て

ま
わ
っ
た

ま
わ
っ
た
。

見
学
会
に
あ
た
り
、
県

　
見
学
会
に
あ
た
り
、
県
農

林
水
産
部
ぶ
ち
う
ま
や
ま

林
水
産
部
ぶ
ち
う
ま
や
ま
ぐ

ち
推
進
課
の
吉
田
素
子
主

ち
推
進
課
の
吉
田
素
子
主
査

は
「
木
材
利
用
は
、
脱
炭

は
「
木
材
利
用
は
、
脱
炭
素

社
会
の
実
現
に
貢
献
し
、

社
会
の
実
現
に
貢
献
し
、
心

の
安
ら
ぎ
の
場
を
提
供
で

の
安
ら
ぎ
の
場
を
提
供
で
き

る
。
こ
の
庁
舎
に
は
、
等

る
。
こ
の
庁
舎
に
は
、
等
級

の
高
い
木
材
を
使
用
し
て

の
高
い
木
材
を
使
用
し
て
お

り
、
り
、
１
社
で
は
供
給
が
難

社
で
は
供
給
が
難
し

い
中
で
県
内
の
複
数
の
製

い
中
で
県
内
の
複
数
の
製
材

業
者
が
連
携
し
て
供
給
で

業
者
が
連
携
し
て
供
給
で
き

る
仕
組
み
を
整
え
、
木
材

る
仕
組
み
を
整
え
、
木
材
を

使
い
や
す
い
体
制
が
で

使
い
や
す
い
体
制
が
で
き

た
。
戦
後
に
植
え
た
木
が

た
。
戦
後
に
植
え
た
木
が
成

長
し
て
山
に
は
た
く
さ
ん

長
し
て
山
に
は
た
く
さ
ん
あ

る
。
そ
れ
を
切
っ
て
、
使

る
。
そ
れ
を
切
っ
て
、
使
っ

て
い
た
が
、
県
内
複
数
の

て
い
た
が
、
県
内
複
数
の
製

材
業
者
が
連
携
し
て
供
給

材
業
者
が
連
携
し
て
供
給
し

た
。
こ
の
取
り
組
み
を
継

た
。
こ
の
取
り
組
み
を
継
続

す
る
た
め
に
こ
の
ネ
ッ
ト

す
る
た
め
に
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
設
立
し
た
。
こ
れ

ー
ク
を
設
立
し
た
。
こ
れ
か

ら
県
産
材
を
ど
ん
ど
ん
使

ら
県
産
材
を
ど
ん
ど
ん
使
用

し
、
我
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

し
、
我
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
利
用
し
て
も
ら
い
た
い

を
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
述
べ
た

と
述
べ
た
。

た
。ま

た
、
ぶ
ち
え
え
！
や

　
ま
た
、
ぶ
ち
え
え
！
や
ま

ぐ
ち
の
木
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ぐ
ち
の
木
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

今
井
隆
会
長
（
今
井
木
材

今
井
隆
会
長
（
今
井
木
材
）

が
「
庁
舎
建
設
に
あ
た
り

が
「
庁
舎
建
設
に
あ
た
り
、

仕
上
げ
用
の
木
材
が
約

仕
上
げ
用
の
木
材
が
約
１
万

枚
必
要
だ
が

枚
必
要
だ
が
１
社
で
供
給

社
で
供
給
す

る
の
は
無
理
だ
っ
た
。
従

る
の
は
無
理
だ
っ
た
。
従
来

な
ら
、
県
外
の
材
料
も
使

な
ら
、
県
外
の
材
料
も
使
っ

庁
舎
整
備
室
の
工
棟
幸
雄

庁
舎
整
備
室
の
工
棟
幸
雄
室

長
が
「
県
産
の
杉
（
上
小
節

長
が
「
県
産
の
杉
（
上
小
節
）

を
１
階
か
ら

階
か
ら
３
階
、
階
、
８
階
の

ル
ー
バ
ー
天
井
、
本
館
と

ル
ー
バ
ー
天
井
、
本
館
と
福

祉
棟
を
つ
な
ぐ
屋
外
テ
ラ

祉
棟
を
つ
な
ぐ
屋
外
テ
ラ
ス

の
屋
根
の
裏
側
に
使
い
、

の
屋
根
の
裏
側
に
使
い
、
利

用
量
は

用
量
は
約
　
弱
。
木
材
は

。
木
材
は
、

7070

浸
漬
工
法
（
薬
剤
と
木
材

浸
漬
工
法
（
薬
剤
と
木
材
の

水
分
の
濃
度
置
換
作
用
を

水
分
の
濃
度
置
換
作
用
を
利

用
）
で
不
燃
処
理
し
て
い
る

用
）
で
不
燃
処
理
し
て
い
る
。

木
材
を
利
用
す
る
こ
と
で

木
材
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

来
庁
者
に
温
か
み
の
あ
る

来
庁
者
に
温
か
み
の
あ
る
空

間
体
験
を
提
供
し
、
地
場

間
体
験
を
提
供
し
、
地
場
産

業
の
活
性
化
や
雇
用
促
進

業
の
活
性
化
や
雇
用
促
進
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

貢
献
す
る
。
注
意
点
と
し
て

貢
献
す
る
。
注
意
点
と
し
て
、

不
燃
処
理
に
伴
っ
て
木
目

不
燃
処
理
に
伴
っ
て
木
目
が

濃
く
な
り
白
華
現
象
が
発

濃
く
な
り
白
華
現
象
が
発
生

す
る
た
め
、
ク
リ
ア
塗
装

す
る
た
め
、
ク
リ
ア
塗
装
に

白
の
顔
料
を
添
加
し
た
。

白
の
顔
料
を
添
加
し
た
。
木

材
供
給
す
る
地
元
事
業
者

材
供
給
す
る
地
元
事
業
者
に

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
割

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
割
安

な
板
厚
や
板
幅
を
採
用

な
板
厚
や
板
幅
を
採
用
し

た
。
施
工
面
で
は
、
品
質

た
。
施
工
面
で
は
、
品
質
の

揃
っ
た
木
材
を
大
量
調
達

揃
っ
た
木
材
を
大
量
調
達
す

る
た
め
、
ぶ
ち
え
え
！
や

る
た
め
、
ぶ
ち
え
え
！
や
ま

ぐ
ち
の
木
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ぐ
ち
の
木
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
た
」
と
木
材
利
用

活
用
し
た
」
と
木
材
利
用
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明

取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し

山
口
県
で
は
、「
建
築
物

　
山
口
県
で
は
、「
建
築
物
等

に
お
け
る
木
材
の
利
用
促

に
お
け
る
木
材
の
利
用
促
進

に
関
す
る
基
本
方
針
」
に

に
関
す
る
基
本
方
針
」
に
基

づ
き
、
公
共
建
築
物
な
ど

づ
き
、
公
共
建
築
物
な
ど
へ

の
県
産
木
材
の
利
用
を
推

の
県
産
木
材
の
利
用
を
推
進

し
て
い
る
が

し
て
い
る
が
、　

日
、
防
府

日
、
防
府

1818

市
役
所
新
庁
舎
で
木
材
利

市
役
所
新
庁
舎
で
木
材
利
用

に
係
る
見
学
会
を
開
催
。

に
係
る
見
学
会
を
開
催
。
見

学
会
に
は
、
製
材
業
者
や
県

学
会
に
は
、
製
材
業
者
や
県
、

市
町
の
職
員

市
町
の
職
員
ら
　
人
が
参
加

人
が
参
加

8080

し
た
し
た
。

見
学
会
で
は
、
防
府
市

　
見
学
会
で
は
、
防
府
市
新

防府市役所新庁舎で見学会
80人が木材利用を見学

山口県ぶちうまやまぐち推進課

経
営
事
項
審
査
の
解
体
工

経
営
事
項
審
査
の
解
体
工
事

の
総
合
評
定
値
が

の
総
合
評
定
値
が
６
０
０

６
０
０
以

上
、
年
間
平
均
完
成
工
事

上
、
年
間
平
均
完
成
工
事
高

は
２
０
０
０

２
０
０
０
万
円
以
上
―

万
円
以
上
―
な

ど
工
事
場
所
＝
西
仁
井
令

　
工
事
場
所
＝
西
仁
井
令
２

丁
目工

事
概
要
＝
穀
物
冷
温

　
工
事
概
要
＝
穀
物
冷
温
倉

庫
、
旧
Ｊ
Ａ
店
舗
の
杭
引

庫
、
旧
Ｊ
Ａ
店
舗
の
杭
引
抜

撤
去
工
事
。
既
製
コ
ン
ク

撤
去
工
事
。
既
製
コ
ン
ク
リ

ー
ト
杭
（
φ

ー
ト
杭
（
φ
３
０
０

３
０
０
、
Ｌ
、
Ｌ
約

　
ｍ
、
ｍ
、
計
　
本
）
、
既
設
雨

本
）
、
既
設
雨
水

1212

7575

側
溝
の
敷
設
替
え
、
南
面

側
溝
の
敷
設
替
え
、
南
面
一

部
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
、

部
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
、
整

地
（
真
砂
土
新
設

地
（
真
砂
土
新
設
）

工
期

　
工
期
＝
　
年
３
月
　
日

2525

3131

申
請
書
は

　
申
請
書
は
２
０
２
５

２
０
２
５
年
１

月
８
日
、
入
札
書
を

日
、
入
札
書
を
１
月
　1616

日
、　

日
で
受
け
付
け
る

日
で
受
け
付
け
る
。

1717

開
札
は

開
札
は
１
月
　
日
。
日
。

2020

参
加
資
格
＝
市
内
の
解

　
参
加
資
格
＝
市
内
の
解
体

工
事
認
定
業
者
で
、
直
近

工
事
認
定
業
者
で
、
直
近
の

防
府
市

　
防
府
市
は
　
日
、
受
注

日
、
受
注
希

2323

望
型
指
名
競
争
入
札
で
「

望
型
指
名
競
争
入
札
で
「
華

城
倉
庫
杭
引
抜
撤
去
ほ
か

城
倉
庫
杭
引
抜
撤
去
ほ
か
工

事
」
を
公
告
し
た
。
同
工

事
」
を
公
告
し
た
。
同
工
事

は
、
受
注
者
希
望
型
の
週

は
、
受
注
者
希
望
型
の
週
休

２
日
工
事

日
工
事
。

申
請
書
は
1
月
8
日
ま
で
受
付

防府市

華
城
倉
庫
杭
引
抜
撤
去
ほ
か

小
型
マ
ン
ホ
ー
ル
〈
塩
ビ
製

小
型
マ
ン
ホ
ー
ル
〈
塩
ビ
製
〉

３
カ
所
）
、
汚
水
取
付
管

カ
所
）
、
汚
水
取
付
管
工

（
開
削

（
開
削
）　

カ
所
カ
所

2121

工
期

　
工
期
＝
　
年
９
月
　
日

2525

3030

※
週
休

　
※
週
休
２
日
（
発
注
者

日
（
発
注
者
指

定
型
、
現
場
閉
所
型

定
型
、
現
場
閉
所
型
）

　
「
小
茅
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ

「
小
茅
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン

プ
設
備

プ
設
備
」

参
加
資
格
＝
機
械
器
具

　
参
加
資
格
＝
機
械
器
具
設

置
工
事
認
定
業
者
で
、
直

置
工
事
認
定
業
者
で
、
直
近

の
経
営
事
項
審
査
の
機
械

の
経
営
事
項
審
査
の
機
械
器

具
設
置
工
事
の
年
間
平
均

具
設
置
工
事
の
年
間
平
均
完

成
工
事
高
が
あ
る
。
準
市
内

成
工
事
高
が
あ
る
。
準
市
内
、

市
外
業
者
は
、
機
械
器
具

市
外
業
者
は
、
機
械
器
具
設

置
工
事
の
総
合
評
定
値
が

置
工
事
の
総
合
評
定
値
が
７

５
０
５
０
以
上
で

以
上
で
、　

年
度
以
降

年
度
以
降

1414

に
元
請
、
Ｊ
Ｖ
代
表
者
と

に
元
請
、
Ｊ
Ｖ
代
表
者
と
し

工
事
概
要
＝
開
削
工
（

　
工
事
概
要
＝
開
削
工
（
管

布
設
工
）
Ｖ
Ｕ
φ

布
設
工
）
Ｖ
Ｕ
φ
２
０
０

２
０
０
（
Ｌ

２
６
６

２
６
６
・
　
ｍ
）
、
マ
ン
ホ

ｍ
）
、
マ
ン
ホ
ー

2020

ル
工
（
防
菌
・
防
食
組
立

ル
工
（
防
菌
・
防
食
組
立
３

号
マ
ン
ホ
ー
ル

号
マ
ン
ホ
ー
ル
１
カ
所
、

カ
所
、
組

立
１
号
マ
ン
ホ
ー
ル

号
マ
ン
ホ
ー
ル
６
カ

所
、
小
型
マ
ン
ホ
ー
ル
〈

所
、
小
型
マ
ン
ホ
ー
ル
〈
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
〉

ン
ク
リ
ー
ト
製
〉
３
カ
所
カ
所
、

開
札
は

開
札
は
１
月
　
日
。
日
。

2020

公
示
概
要
は
次
の
通
り

　
公
示
概
要
は
次
の
通
り
。

　
「
公
共
下
水
道
築
造
（
西

「
公
共
下
水
道
築
造
（
西
浦

支
線
支
線
）
3
工
区
工
区
」

参
加
資
格
＝
市
内
建
設

　
参
加
資
格
＝
市
内
建
設
業

者
で
土
木
一
式
工
事
Ａ
等

者
で
土
木
一
式
工
事
Ａ
等
級

―
な
―
な
ど

工
事
場
所
＝
西

　
工
事
場
所
＝
西
浦

防
府
市
上
下
水
道
局

　
防
府
市
上
下
水
道
局
は
　2323

日
、
受
注
希
望
型
指
名
競

日
、
受
注
希
望
型
指
名
競
争

入
札
で
「
公
共
下
水
道
築

入
札
で
「
公
共
下
水
道
築
造

（
西
浦
支
線
）

（
西
浦
支
線
）
３
工
区
工
事

工
区
工
事
」

な
ど
な
ど
２
件
を
公
告
し
た

件
を
公
告
し
た
。

申
請
書
は

　
申
請
書
は
２
０
２
５

２
０
２
５
年
１

月
８
日
、
入
札
書
を

日
、
入
札
書
を
１
月
　1616

日
、　

日
で
受
け
付
け
る

日
で
受
け
付
け
る
。

1717

防　府　市
上下水道局

1
月
8
日
ま
で
申
請
書
受
付

公
共
下
水
道
築
造（
 

）
3
工
区
な
ど
2
件

西
浦
支
線

工
事
概
要
＝
延
長

　
工
事
概
要
＝
延
長
３
４

１
・
６
ｍ
、
送
水
管
Ｄ
Ｉ

ｍ
、
送
水
管
Ｄ
Ｉ
Ｐ

―
Ｇ
Ｘ
（
φ

―
Ｇ
Ｘ
（
φ
２
５
０

２
５
０
＝
２
２

９
・
５
ｍ
）
、
同
Ｈ
Ｄ
Ｐ

ｍ
）
、
同
Ｈ
Ｄ
Ｐ
Ｅ

（
φ
（
φ
２
５
０

２
５
０
＝
１
１
２

１
１
２
・
１

ｍ
）工

期

　
工
期
＝
　
年
２
月
　
日

2626

2727

予
定
価
格
＝
事
後
公

　
予
定
価
格
＝
事
後
公
表

発
保
全
航
路
整
備
事
業

発
保
全
航
路
整
備
事
業
に
　1414

億
９
８
０
０

９
８
０
０
万
円
が
盛
り

万
円
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る

ま
れ
て
い
る
。

―
な
―
な
ど

工
事
場
所
＝
広
島
市
安

　
工
事
場
所
＝
広
島
市
安
芸

区
矢
野

区
矢
野
町

工
事
概
要
＝
延
長

　
工
事
概
要
＝
延
長
２
０

７
・
２
ｍ
、
プ
レ
キ
ャ
ス

ｍ
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

ボ
ッ
ク
ス
設
置
工

ボ
ッ
ク
ス
設
置
工
１
７
１
７
５

ｍ
、
仮
設
工
一

ｍ
、
仮
設
工
一
式

工
期

　
工
期
＝
　
年
２
月
　
日

2626

2727

予
定
価
格
＝
事
後
公

　
予
定
価
格
＝
事
後
公
表

平
均
完
工
高
が

平
均
完
工
高
が
２
億
円
億
円
以

上
。　

年
度
以
降
に
県
内

年
度
以
降
に
県
内
で

0909

河
川
・
砂
防
改
修
工
事
の

河
川
・
砂
防
改
修
工
事
の
元

請
施
工
実
績
を
有
す
る
こ

請
施
工
実
績
を
有
す
る
こ
と

請
施
工
実
績
を
有
す
る
こ

請
施
工
実
績
を
有
す
る
こ
と

―
な
―
な
ど

工
事
場
所
＝
安
芸
郡
熊

　
工
事
場
所
＝
安
芸
郡
熊
野

町
下
深
原
～
上
深

町
下
深
原
～
上
深
原

工
事
概
要
＝
延
長

　
工
事
概
要
＝
延
長
６
９
６
９
３

ｍ
、
幅

員

ｍ
、
幅

員

６

ｍ
（
ｍ
（
９
・
　7575

ｍ
）
、
掘
削
工

ｍ
）
、
掘
削
工
２
万
４
７
４
７
６

０
弱
、
盛
土
工

、
盛
土
工
２
万
１
０
１
０
６

０
弱
、
帯
鋼
補
強
土
壁
工

、
帯
鋼
補
強
土
壁
工
１

３
９
３
９
７
釈
、
同
、
同
１
２
１
２
７
釈

（
坑
口
壁
工
）
、
排
水
構
造

（
坑
口
壁
工
）
、
排
水
構
造
物

工
一
式
、
舗
装
工

工
一
式
、
舗
装
工
２
７
０

２
７
０
４

釈
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
擁
壁

、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
擁
壁
工

　
ｍ
67

工
期

　
工
期
＝
　
年
３
月
　
日

2626

1717

予
定
価
格
＝
事
後
公

　
予
定
価
格
＝
事
後
公
表

　
「
二
級
河
川
尾
崎
川
水

「
二
級
河
川
尾
崎
川
水
系

尾
崎
川
河
川
改
修

尾
崎
川
河
川
改
修
」
（
加
算

（
加
算

点
　
点
）

60参
加
資
格
＝
土
木
一
式

　
参
加
資
格
＝
土
木
一
式
工

事
の
Ａ
等
級
。
県
内
に
主

事
の
Ａ
等
級
。
県
内
に
主
た

る
営
業
所
。
同
業
種
の
年

る
営
業
所
。
同
業
種
の
年
間

広
島
県
西
部
建
設
事
務

　
広
島
県
西
部
建
設
事
務
所

は
　
日
、
総
合
評
価
落
札

日
、
総
合
評
価
落
札
方

2323
式
の
一
般
競
争
入
札
で
「

式
の
一
般
競
争
入
札
で
「
一

般
県
道
瀬
野
呉
線
道
路
改

般
県
道
瀬
野
呉
線
道
路
改
良

工
事
」
（
技
術
評
価

工
事
」
（
技
術
評
価
１
型
＝

３
億
円
以
上
）
、
「
二
級
河

億
円
以
上
）
、
「
二
級
河
川

尾
崎
川
水
系
尾
崎
川
河
川

尾
崎
川
水
系
尾
崎
川
河
川
改

修
工
事
」
（
技
術
評
価

修
工
事
」
（
技
術
評
価
２
型
）

を
公
告
し
た
。
両
工
事
と

を
公
告
し
た
。
両
工
事
と
も

に
１
月
　
～
　
日
で
入
札

日
で
入
札
書

2020

2121

を
受
け
付
け
、

を
受
け
付
け
、
同
　
日
に
開

日
に
開

2222

札
す
る

札
す
る
。

各
工
事
の
参
加
資
格
な

　
各
工
事
の
参
加
資
格
な
ど

は
次
の
通
り

は
次
の
通
り
。

　
「
一
般
県
道
瀬
野
呉
線

「
一
般
県
道
瀬
野
呉
線
道

路
改
良

路
改
良
」
（
加
算

（
加
算
点
　
点
）
点
）

7070

参
加
資
格
＝
土
木
一
式

　
参
加
資
格
＝
土
木
一
式
工

事
の
Ａ
等
級
。
県
内
に
主

事
の
Ａ
等
級
。
県
内
に
主
た

る
営
業
所
。
同
業
種
の
年

る
営
業
所
。
同
業
種
の
年
間

平
均
完
工
高
が

平
均
完
工
高
が
４
億
円
億
円
以

上
。
上
。
２
０
０
９

２
０
０
９
年
度
以
降

年
度
以
降
に

県
内
で
道
路
改
良
工
事
の

県
内
で
道
路
改
良
工
事
の
元

西部建設

瀬
野
呉
線
道
路
改
良
な
ど
2
件

入
札
入
札
書書
11
月

～

月
㮇
～
㮇
日日

2020

2121

早
く
調
査
し
、
建
物
の
倒

早
く
調
査
し
、
建
物
の
倒
壊

等
の
二
次
災
害
か
ら
人
命

等
の
二
次
災
害
か
ら
人
命
を

保
護
す
る
た
め
の
極
め
て

保
護
す
る
た
め
の
極
め
て
重

要
な
活
動
で
あ
る
。
こ
の

要
な
活
動
で
あ
る
。
こ
の
講

習
を
通
し
て
知
識
や
技
能

習
を
通
し
て
知
識
や
技
能
を

習
得
し
、
県
の
応
急
危
険

習
得
し
、
県
の
応
急
危
険
度

判
定
士
と
し
て
登
録
し
て

判
定
士
と
し
て
登
録
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
活
動

た
だ
く
と
と
も
に
、
活
動
に

つ
い
て
周
知
し
て
ほ
し
い

つ
い
て
周
知
し
て
ほ
し
い
」

と
要
請
し
た

と
要
請
し
た
。

講
義
は
建
築
指
導
課
の

　
講
義
は
建
築
指
導
課
の
阿

部
裕
輔
主
任
の
進
行
で
映

部
裕
輔
主
任
の
進
行
で
映
像

教
材
を
使
用
し
な
が
ら
、

教
材
を
使
用
し
な
が
ら
、
判

定
士
の
概
要
や
Ｗ
造
・
Ｒ

定
士
の
概
要
や
Ｗ
造
・
Ｒ
Ｃ

造
・
Ｓ
造
建
築
物
の
判
定

造
・
Ｓ
造
建
築
物
の
判
定
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
詳
し

ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
詳
し
く

解
説
し
た

解
説
し
た
。　

年
の
熊
本

年
の
熊
本
地

1616

震
で
被
災
し
た
建
築
物
の

震
で
被
災
し
た
建
築
物
の
例

も
取
り
上
げ
ら
れ
、
参
加

も
取
り
上
げ
ら
れ
、
参
加
者

ら
は
真
剣
に
受
講
し
て

ら
は
真
剣
に
受
講
し
て
い

た
。
そ
の
後
、
判
定
士
の

た
。
そ
の
後
、
判
定
士
の
認

定
申
請
の
説
明
が
あ
り
、

定
申
請
の
説
明
が
あ
り
、
受

講
者
に
修
了
証
が
交
付
さ

講
者
に
修
了
証
が
交
付
さ
れ

た
。

て
地
方
公
共
団
体
な
ど
の

て
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
発

注
す
る
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン

注
す
る
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ

設
備
工
事
を
施
工
し
た
実

設
備
工
事
を
施
工
し
た
実
績

（
１
件
の
契
約
金
額
が

件
の
契
約
金
額
が
１
０

０
０
０
０
万
円
以
上
）
―
な

万
円
以
上
）
―
な
ど

工
事
場
所
＝
西

　
工
事
場
所
＝
西
浦

工
事
概
要
＝
マ
ン
ホ
ー

　
工
事
概
要
＝
マ
ン
ホ
ー
ル

ポ
ン
プ
設
備
設

ポ
ン
プ
設
備
設
置

工
期

　
工
期
＝
　
年
３
月
　
日

2626

1313

集
い
や
す
い
空
間
に
す
る

集
い
や
す
い
空
間
に
す
る
と

共
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

共
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自

給
体
験
等
を
通
し
た
地
域

給
体
験
等
を
通
し
た
地
域
の

防
災
に
関
す
る
機
運
を
高

防
災
に
関
す
る
機
運
を
高
め

る
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
と

る
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
と
す

る
考
え

る
考
え
。

問
い
合
わ
せ
な
ど
は
、

　
問
い
合
わ
せ
な
ど
は
、
教

育
委
員
会
（
電
話

育
委
員
会
（
電
話
０
８
５

０
８
５
６

―
７
７
―
１
２
８
５

１
２
８
５
）
ま

で
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（2）（第三種郵便物認可） 2024年（令和6年）12月24日（火曜日）


